
町の人　口
（42．4月末現在）

人　口　30，763
男　15，360
女　15，403

世帯数　7，070
前月との比較

人口＋219　世帯＋38

5月22。（1967）
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毎月1回各家庭に配布
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やめましょ　う

吸いがらの投げすて

たばこによる火災は過去10年間全国火災原因の

12．3％をしめしています。とくに投げすて、置き

忘れが大半をしめています。
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西
尾
町
長
四
選

釦
離
　
議
　
長
　
入
江

摘
舶
　
副
議
長
　
原
田

誠
議
員

富
穂
議
員

四
月
二
十
八
日
に
行
な
わ
れ
た
統
†
地
方
逮
挙
で
、
水
巻
町
民
は
町
長
に
西
尾
司
現
町
長
と
、
三
十
人
の
町
鵠
全
議

員
を
選
び
、
今
後
四
年
間
の
町
政
を
ゆ
だ
ね
ま
し
た
。

新
議
員
に
よ
る
初
議
会
は
五
月
士
二
日
、
昭
和
四
十
二
年
第
三
回
水
巻
町
議
会
臨
時
金
型
回
継
続
会
と
し
て
開
催

さ
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
議
席
の
指
定
、
各
常
任
委
員
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
議
長
に
入
江
誠
、
副
議
長
に
原
田
宮
穂
．
監
査
委
員
に
栗
川
正
雄
の
各
議
展
を
選
出
、
常
任
委
員
会
の
構

成
も
別
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

町長・議会議員一般選挙
当選者および得票数

（吾㌘詔‰讐‰別）

14．767‾

13，194

1，573

西尾．　司　　無毒現
尾イ中　主税　　無毒新

町　長　選　挙
投票総数
有効投票数
無効投票数

当選　　8，236
次点　　4，958

町議会議員選挙
14，766

14，498

268

カロ納　　弘　　無新
森下　正蔵’　無を新
久保田正美　　無新

投票恕数
有効投票数
無効投票数

649

648

628

■
－

607　　江藤　一正　　無現
586　　石橋　国利　　無き新
585　　栗川　正雄　　自現
530　　大場　重利　　無元
502　　南橋　次生　　社規
499　　森安　一朋　　無新
495　　石Ｊ家　一　章　　無新
479　　川添　定絶　　無現
461　　井地1直江　　無新
455　　占郎　裕子　　共現
447　　原口　　操　　無専新
440　　吉田　　有　　無
437　　本田　侶‘人　，無毒現
423　　入口二　　誠　　社現
408　　原田　宮稚　　無現
370　　浦田　重夫　　民現
362　　ま工崎伝・一郎　　無新
353　　ノ瓜生　保隆　　無毒新
333　　田中　　博　　社新
325　　原　　福次　　無毒現
320　　裾田　利正　　社規
314　　森田　保男　　社現
310　　栗木　孝明　　無音新
304　　松島　朝久　　共現
304　　4ヽ柳　重年　　無現
303　　田中　長生．社現
284　　鳥谷　利光　　社規
257　　早野　昭雄　　共現
234　　竹本　一苑光　　無睨
231　　木原　秋雄　　無現
217　　ノＪヽ林　麿：子　　無現
202　　宮本　健一　　共現
195　　山～甫　澄雄　　無絹針
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し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
口
炭
一
社
に
町
経
済

が
依
存
し
て
き
た
こ
と
か
ら
必
然
的
に

生
じ
た
問
題
で
あ
る
こ
と
を
直
視
す
る

な
ら
、
こ
れ
か
ら
の
当
町
は
、
新
た
な

産
業
の
導
入
を
は
か
り
体
質
改
音
を
は

か
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
す
。住

民
生
活
環
境
の
盤
備
に
は
、
①
住

宅
日
現
在
の
住
宅
難
の
解
消
、
新
規
需

要
の
確
保
、
新
街
地
の
計
画
造
成
な
ど

を
総
合
的
に
計
画
実
施
す
る
（
み
ず
ほ

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
）
⑧
交
通
－
－
幹
線

道
路
と
と
も
に
、
足
も
と
道
路
の
整
備

こ
の
た
び
町
民
の
み
な
さ
ん
の
支
持

を
得
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
の
町
政
へ
の
考
え

方
な
ど
を
述
べ
、
町
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
に
か
へ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
は
自
治
体
の
努
め
は
「
い
か
に
そ

の
地
域
に
住
む
人
が
、
快
適
に
暮
ら
せ

る
か
」
の
一
事
に
つ
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。し

か
し
、
こ
れ
を
な
す
た
め
の
当
町

財
政
状
態
は
、
一
鉱
問
題
な
ど
ど
承
知

の
と
お
り
の
事
情
か
ら
極
度
に
遥
迫

詣
両
基
盤
整
備
め
ざ
す

ご
批
判
、
ご
要
望
を
ど
し
ど
し

町
　
長

こ
の
稼
油
の
上
に
た
ち
一
鉱
閉
山
前

後
か
ら
の
町
政
は
、
産
業
基
盤
の
整
備

と
し
て
用
地
の
確
保
に
一
鉱
団
地
、
高

尾
団
地
の
造
成
、
ま
た
口
炭
専
用
線
あ

と
を
利
用
す
る
南
北
縦
貫
道
路
の
完
成

を
め
ざ
す
な
ど
、
用
地
、
輸
送
力
、
用

水
等
の
姦
件
盤
傭
を
急
ぎ
、
生
産
性
の

高
い
優
艮
企
業
の
吸
収
を
は
か
っ
て
い

西
　
尾

司を
す
る
⑧
文
教
日
机
・
頃
末
小
の
防
音

校
舎
へ
の
改
築
後
、
水
巻
中
の
改
築
、

南
中
・
下
二
小
の
鉱
害
復
旧
な
ど
、
施

設
、
設
備
の
充
実
を
す
る
④
水
道
＝
新

五
力
年
計
画
で
設
備
を
改
善
す
る
⑧
保

健
衛
生
目
し
尿
処
理
場
、
伝
染
病
院
等

の
よ
う
に
広
域
的
行
政
を
行
な
う
、
な

ど
を
考
え
、
い
っ
そ
う
の
サ
ー
ビ
ス
を

は
か
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
腐

心
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
な
ん
と
い
っ
て
も
農
地
の
多

い
当
町
で
は
、
優
良
農
地
に
つ
い
て
は

保
全
に
留
意
し
、
工
業
・
住
宅
用
地
へ

の
合
理
的
な
転
換
を
は
か
り
な
が
ら
無

計
画
な
転
用
を
押
え
、
農
楽
生
産
性

の
向
上
を
す
す
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
す
べ
て
に
関
連
し
て

鉱
害
、
都
市
計
画
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
す
み
や
か
な
鉱
害
復
旧
な
く
し
て

町
の
発
展
は
あ
り
え
ず
、
そ
し
て
こ
の

よ
ー
丁
な
産
共
、
生
活
基
盤
の
充
実
を
よ

り
効
率
的
、
効
果
的
に
行
な
う
た
め
、

都
市
計
画
が
ま
た
当
面
の
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
み
な
さ
ん
の
福

祉
、
町
の
発
展
に
微
力
を
尽
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
き
た
ん
の
な
い
ど
批

判
、
ど
要
望
を
常
に
よ
せ
ら
れ
、
町
の

発
展
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新

議

会

構

成

議
　
　
長
　
入
江
　
誠

副
議
長
　
原
田
富
穂

監
査
委
員
　
粟
川
正
雄

総
務
財
政
雇
員
会
乗
車

（
長
｝
鳥
命
票
副
）
福
田
利

正
、
魂
卦
蔵
・
川
添
定
紐
十
度

福
次
、
小
柳
重
年
、
石
橋
国
利
、

栗
川
正
雄
、
本
田
情
人
、
松
島
朝

久
ノ

民
生
文
教
委
員
会
要
員

ｈ
県
）
森
四
倍
門
」
嶺
）
田
中

長
生
、
田
中
　
博
、
原
口
　
操
、

栗
木
音
明
、
久
保
田
正
美
、
加
納

弘
、
青
田
　
喬
、
浦
田
重
夫
、
瓜

生
保
陸

士
木
経
済
委
え
会
委
員

（
長
）
大
場
重
利
（
副
）
高
橋
次

生
、
井
地
直
彗
江
崎
伝
一
郎
、

森
安
〓
彗
石
塚
章
、
江
藤
一

正
、
入
江
　
誠
、
占
部
裕
子
、
原

田
宮
穂

産
炭
地
振
興
特
別
委
員
会

委
員（

長
）
原
福
次
（
副
）
浦
田
重
夫

大
場
重
利
、
東
川
正
雄
、
森
安
一

朋
、
田
中
　
博
、
原
口
　
操
、
森

下
正
蔵
　
高
橋
次
生

都
市
合
併
研
究
特
別
委
員

会
委
員

（
長
）
加
納
　
弘
、
小
柳
重
年
、

石
塚
　
章
、
江
崎
竺
郎
、
吉
田

衛
、
井
地
直
江
、
江
藤
一
正
、
川

添
定
触
、
鳥
谷
利
光
、
石
橋
国
利

※
（
長
）
は
委
員
長

（
副
）
は
副
委
員
長

「五月は河川愛護月間」

曲川にものをすてないで

曲
川
に
犬
、
ネ
コ
な

ど
の
死
体
な
ど
を
す
て

る
人
が
あ
り
、
机
ポ
ン

プ
に
か
か
っ
て
困
っ
て

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
整

備
さ
れ
て
い
る
曲
川
で

す
。
き
れ
い
に
し
ま
し

ょ
う
。

◎
公
共
の
河
川
な
ど
で

楽
じ
ら
れ
て
い
る
行

為

航
空
防
除
麺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

六
月
十
一
・
十
二
の
両
日

こ
と
し
も
ヘ
リ
コ
プ
「
タ
ー
に
よ
る

農
薬
散
布
が
、
遠
賀
郡
農
協
の
主
催
で

行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
薬
剤
は
、
人
畜
、
養
魚
な
ど
に

害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
用
心
の
た
め
、
実

施
日
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
み
な

さ
ん
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
窓
を
あ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
庭
園
の
泉
水
な
ど
に
は
、
お
お
い

を
か
ぶ
せ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日

六
月
十
一
日
午
前
中
・

猪
熊
、
古
賀
、
机
地
区

六
月
十
二
日
午
前
中

立
屋
敷
、
伊
佐
座
、
二
、
下
二

吉
田
、
頓
末
地
区

◇
河
川
、
溜
池
、
水
路
な
ど
に
、
ゴ

ミ
、
ふ
ん
尿
、
犬
、
ネ
コ
の
死
体

な
ど
を
捨
て
た
り
し
な
い
こ
と
。

◇
堤
防
な
ど
の
芝
生
や
砂
利
を
取
っ

た
り
、
植
樹
や
工
作
物
を
作
っ
た

り
し
な
い
こ
と
。

◇
か
っ
て
に
橋
を
か
け
た
り
、
土
管

を
い
け
た
り
、
水
路
に
ふ
た
を
し

た
り
し
な
い
こ
と
。
′

豊
民
主
々
義
の
ル
ー
ル
で

執
行
部
の
諸
施
策
に
は
協
力

私
は
さ
る
十
二
日
の
初
議
会
に
お
い

て
、
議
長
に
選
挙
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
責
務
の
重
大
さ
薪
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
議
会
民
主
々
義
の
ル
ー
ル
に
し
た

が
っ
て
鵠
会
を
運
営
す
る
こ
と
を
ま
ず

冒
頭
に
誓
い
ま
す
。

い
ま
水
巻
町
の
内
部
に
は
、
多
く
の

失
業
者
、
生
活
保
護
世
帯
を
か
か
え
て

譲
会
議
長

お
り
ま
す
。
財
政
事
情
に
し
て
も
、
自

主
財
源
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
が
く
づ
れ
が
ち
な
今
日
の

情
態
で
は
、
町
政
の
急
激
な
発
展
は
望

め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
困
難
な
町
政
の

中
に
あ
っ
て
、
ま
ず
議
員
の
融
和
を
は

か
り
、
議
会
ル
ー
ル
を
厳
正
に
王
執

行
部
の
諸
政
策
に
は
全
面
的
協
力
を
惜

し
ま
な
い
つ
も
り
で
す
。
下
二
地
区
に

入
　
江

決
定
を
み
て
い
る
「
み
ず
ほ
団
地
」
の

完
成
、
頃
末
小
学
校
の
防
音
装
置
、
暇

眠
所
・
撃
一
保
育
園
・
婦
人
セ
ン
タ
ー

の
併
設
、
さ
ら
に
鉱
害
復
旧
、
失
業
者

の
住
宅
確
保
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
と

も
話
し
あ
い
、
早
急
に
実
現
す
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

私
は
議
長
就
任
に
さ
い
し
、
こ
れ
ま

で
の
入
江
カ
ラ
ー
・
個
性
を
す
て
、
す

べ
て
を
三
万
町
民
の
た
め
に
つ
く
す
と

い
う
信
念
で
議
会
道
営
を
円
滑
に
す
す

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
福
祉
が
優
先
し
、
だ
れ
も
が
住

み
た
く
な
る
町
づ
く
り
を
主
目
標
に
、

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
を
が
ん
ば
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
私
は
社
会
葺

で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
政
党
人
と
し
て

の
筋
は
通
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。き

び
し
い
情
態
に
お
か
れ
て
い
る
町

で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
意
を
よ
り
多
く
議
会
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
お
誓
い
し
、
議
長
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
に
か
え
ま
す
。

崩
如
蚊
県
民
運
動
中

五
月
三
十
百
ま
で
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
人
命
尊
重
の
見
地
か
ら
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
、
と
く
に
歩
行
者
の
交
通
事
故
の
絶
滅
を
目
標
と
し
て
、
す
べ
て

の
歩
行
者
、
運
転
者
、
運
転
者
の
雇
い
主
、
そ
の
他
道
路
交
通
に
関

係
の
あ
る
者
に
、
交
通
安
全
思
想
の
周
知
徹
底
を
は
か
り
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
道
路
交
通
環
境
の

整
備
改
善
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
白
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
ア
ッ
危
い
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
死
を
招
く

〇
一
秒
待
つ
必
の
ゆ
と
り
が
身
を
守
る

○
と
び
出
す
な
車
は
急
に
止
ま
れ
な
い

（
運
転
者
向
け
）
／

（
歩
行
者
向
け
）

（
子
供
向
け
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
離
職
者
就
職
相
談
室

町
離
職
者
就
職
相
談
室
で
は
、
日
炭

離
職
者
の
就
職
相
談
を
お
も
に
う
け
て

い
ま
す
が
二
般
求
職
者
の
人
で
も
ど

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
求
職
の
あ
っ
て
い
る
会
社
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

西
部
産
業
株
式
社
会

事
業
内
容
一
般
漁
裏
、
特
殊
塗
装

塗
料
類
の
販
売
、
金
属
の
加
工
切

断
賃
金
等
給
与
男
子
三
万
円
程
度

作
業
服
年
二
回
支
給

所
在
地
　
本
社
戸
畑
区
、
小
倉
区
、

豊
前
市
、
中
津
市
に
現
場
あ
り
。

入
江
興
産
株
式
会
社

賃
金
給
与
等
約
三
万
五
千
円
程
度

年
一
回
昇
給
、
賞
与
年
二
回
、
作

業
服
貸
与

所
在
地
　
本
社
八
幡
区
、
八
幡
製
鉄

所
内
、
光
市
、
堺
に
現
場
あ
り
。

舶
抽
募
集
中

日
本
赤
十
字
社
で
は
「
祉
農
加
入
が

赤
十
字
協
力
の
第
こ
と
社
員
加
入
運

動
中
で
す
。

日
赤
は
、
社
員
の
社
費
を
主
な
財
源

と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
社
費
は
年

撃
二
百
円
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
　
彰
場
厚
生
課
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み
な
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
水
巻
町
杭
全
蔑
見
と

し
て
つ
と
め
る
三
十
人
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
抽
せ
ん
に
よ
る
議
席
番
号
順
）

始
め
か
ら
氏
名
、
年
令
、
議
員
以
外
の
職
業
、
住
所
、
所
属
党
派
、

元
現
新
別
、
当
迦
回
数
。

栗
木
害
明
（
く
り
き
き
あ
き
）
4
2
歳
川
添
定
継
（
か
わ
ぞ
え
さ
だ
つ
ぐ
）
　
石
塚
　
章
（
い
し
づ
か
あ
き
ら
）
4
5
歳

封
∵
睾
「
単
五

福
田
利
正
（
ふ
く
だ
と
し
ま
さ
）

4
9
歳
無
職
吉
田
区
社
現
当
3

江
藤
一
正
（
え
と
う
か
ず
ま
さ
）

5
4
歳
会
社
員
頃
末
無
現
当
6
ア 原

口
　
操
（
は
ら
ぐ
ち
み
さ
お
）
4
1
歳
　
井
地
直
江
（
い
じ
な
お
え
）
　
5
0
歳

鉱
員
　
古
賀
区
　
無
新
　
当
1
｛
　
農
業
　
古
賀
　
知
新
　
当
1

田
中
　
博
（
た
な
か
ひ
ろ
し
）

鉱
員
　
古
賀
区
　
社
新

松
島
朝
久
（
ま
つ
し
ま
と
も
ひ
さ
）
　
小
柳
重
年
（
こ
や
な
ぎ
し
げ
Ｌ
ｒ
Ｃ
）

5
4
歳
団
体
役
員
君
出
区
共
現
当
4
∫
4
5
歳
　
鉱
員
高
松
区
無
現
　
当
3

町
長
旗
を
返
還
す
る
第
一
回

大
会
優
勝
の
役
場
チ
ー
ム
。

璃
墾
謹
禁
鎚
鰯
鍔
鮮
扁
㌍

購師ま　でつけて

母子寮に編機を寄贈
頃末　森田ミチ子さん

猪
熊
に
あ

る
町
母
子
寮

で
は
、
四
月

か
ら
絹
物
教

室
が
開
催
さ

れ
、
寮
生
は

い
ま
技
術
の

習
得
に
一
所

懸
命
熱
を
も

や
し
て
い
ま

す
。

講
師
も
当
研
究
所
の
丸
山
先
生
を
派
過

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
。
寮
生
は

こ
の
厚
意
に
感
謝
し
な
が
ら
、
一
口
も

早
く
一
人
前
に
と
毎
夜
練
習
に
せ
い
を

だ
し
て
い
ま
す
。

受
信
料
を
免
除

高
令
者
世
帯
の
ラ
ジ
オ

テ
レ
ビ
を
も
た
ず
ラ
ジ
オ
だ
け
を
受

信
し
て
い
る
高
命
者
世
帯
に
つ
い
て
、

四
月
か
ら
受
信
料
が
免
除
さ
れ
て
い
ま

こ
れ
は
寮
す
。
つ
ぎ
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
役

生
の
編
物
披
場
、
集
金
取
扱
郵
便
局
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
備

術
を
身
に
つ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
免
除
申
請
番
で
申

け
た
い
が
機
請
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
つ
し
ん
で
お
く
や

み
を
申
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
に

か
え
、
多
額
の
金
品
を
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
ど
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
め

い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

放
米
吉
株
　
高
楠
敏
葦
様

浅
川
区

椀
が
な
く
て
－
と
い
う
悩
み
を
知
っ
た
◎
該
当
条
件

頃
末
の
森
田
編
物
研
究
所
の
森
田
ミ
チ
　
①
六
十
五
歳
以
上
の
男
子
、
六
十

子
さ
ん
が
、
編
機
六
台
を
簿
贈
さ
れ
、
　
歳
以
上
の
女
子
だ
け
で
構
成
さ
れ
る

航

空

自

衛

隊

芦

屋

基

地

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
創
立
七
　
7
郷
土
名
所
カ
ラ
ー
写
真

周
年
を
む
か
え
「
航
空
参
考
館
」
の
設
　
8
郷
土
名
器
、
名
画
等

匿
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
の
航
空
参
考
※
連
絡
先

館
の
展
示
品
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

旧
陸
海
航
空
部
隊
の
関
係
品
な
ど
の
出

口
署
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
…

1
旧
陸
海
航
空
部
隊
関
係
の
航
空
機

部
品
、
盤
備
品

2
旧
陸
海
航
空
部
隊
の
戦
死
者
等
の

遺
品
、
連
番
、
遺
影

3
こ
れ
ら
の
生
存
者
の
関
係
品

4
郷
土
の
武
宅
旧
軍
人
、
学
者
等

の
遺
品
、
愛
用
品

5
郷
土
考
古
品

6
郷
土
物
産

芦
屋
町
航
空
自
衛
隊
芦
巌
基
地
広
報

斑
「
航
空
参
考
蝕
」
設
置
係

電
話
上
戸
屋
（
2
3
）
〇
九
八
一

連
絡
が
あ
れ
ば
部
隊
か
ら
責
任
者
が

派
遣
さ
れ
ま
す
。

か
、
ま
た
は
十
八
歳
未
満
の
者
が
加

わ
っ
た
世
帯
。

⑨
　
世
描
構
成
風
の
す
べ
て
が
町
民

税
の
非
課
税
者
で
あ
る
悪
冊
。

四
十
二
年
度

電
気
工
事
士
試
験

こ
願
番
受
付
期
間

昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
日
か
ら

昭
和
四
十
二
年
六
月
　
三
日
ま
で

三
試
験
科
目

筆
記
試
験

技
能
試
験

三
、
試
験
期
日

筆
記
試
験
　
六
月
二
十
五
円

技
能
試
験
　
八
月
二
十
日

※
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
産
業
課
に
問

い
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

嬰

日

本

ベ

ン

ト

ナ

イ

ト

町
長
旗
め
ざ
し
熱
戦

第
二
回
町
社
会
人
野
球
大
会

第
二
回
町
長
旗
争
奪
水
巻
町
社
会
人

野
球
大
会
は
、
五
月
十
四
日
、
水
甲
グ

ラ
ン
ド
に
町
内
各
地
か
ら
二
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
、
は
な
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。開

会
式
で
西
尾
町
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ

は
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い

い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
勝
料
を
め
ざ

し
、
最
後
ま
で
其
撃
（
し
）
に
戦
う
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
み
な
さ
ん
の
技

術
レ
ベ
ル
は
高
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

昨
年
以
上
の
激
戦
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
大
会
が
み
な
さ
ん
の
日
々

の
生
活
の
な
か
に
楽
し
く
生
か
さ
れ
ま

す
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、

第
一
回
優
勝
チ
ー
ム
役
場
か
ら
優
勝
旗

の
返
還
が
あ
り
、
下
二
ク
ラ
ブ
豊
沢
主

将
が
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
の
っ

と
り
、
堂
々
と
戦
う
」
と
力
強
く
宣

誓
、
水
中
・
高
松
両
グ
ラ
ン
ド
で
熱
戦

の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

組
合
せ
、
日
程
、
一
回
戦
の
成
績
は

別
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な

ｒ
Ｉ
．
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0
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